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２０２４年１１月 

情報産業労働組合連合会 

 

情報通信業や通信建設業等に対置する産業別労働組合である情報産業労働組合連合

会（中央本部：東京都千代田区、中央執行委員長：安藤京一、以下「情報労連」）は、

加盟組合のリーダーを集めて組織の悩みの共有と課題解決へのひらめきを促す「ICTJ

ライジングセッション」を、2024 年 11 月 1 日（金）に初開催いたしました。 

 

本イベントは、情報労連に加盟する全国各地の労働組合が、地域や組織の枠を超え

て集まり、組合運営や組織拡大に関する共通の課題を共有し、解決に向けた新たなア

イデアを出し合うことを目的としたものです。 

当日は、全国から 38 組織のリーダー64人が参加し、労働組合の基礎やリーダーと

しての心構えの学習、異業種・同業種の交流、参加者より事前に寄せられた労働組合

の運営における悩みについて活発に意見交換を実施しました。 

 

■満足度や参加者の声について 

・イベントの評価：「「有意 であった」が 95％の回答と高い満足度だった 

・参加者の感想： 

「とても良い気づきと学びの場になりました！」 

「参加者同士が自由に意見や相談を持ち寄り、対話を通じて解決策を模索する形式が

取られ、多様な組織の視点や取り組みを知る貴重な機会となりました。」 

【初開催イベント】加盟組合のリーダーを集めて組織の悩みの共有と課

題解決へのひらめきを促す「ＩＣＴＪライジングセッション」を開催 

〜全国３８組織から６４人が参加し、学び・交流・メインの３パートを

通じて、労働組合の運営などについて活発な意見交換を実施〜 



 

 

「我が会社は年齢層も高く、中々、難しい所もありましたが、ライジングセッション

に参加させて頂いた事は今後の組合活動の励みになりました。」 

 

■開催の経緯 

情報労連ではかねてより加盟組合を対象に春闘や労働関連法、業種に特化したテー

マ別の勉強会などをオンラインも含めて開催してきました。 

コロナ禍以降、加盟組合から「自分たち以外の労働組合はどのように活動に取り組

んでいるのか」「過半数代表を目指すための取り組み方法を知りたい」など組織に関す

る声が多く重なってきたため、相談はなくても同じ気持ちの加盟組合はあるのではな

いかと考え、地域と業種と枠組み※を越えて開催することに至りました。 

 

※枠組み：情報労連の加盟組合のうち、地方組織であるブロック支部に所属している組織

を「ブロック支部加盟組合」。一定の規模以上で情報労連運動を推進する役割を担う加盟

組合を「本部加盟組織」という。今回はすべての加盟組合を対象としたイベント。 

 

■イベント概要 

・イベント名：ICTJ ライジングセッション 

（名称の Rising「Session は「上昇する集まり」という意味。相談ごとやアイデアが欲

しいことを参加者から募り、全員で考えることで研鑽の場とする企画。） 

・目的：情報労連に加盟する全国各地の労働組合が、地域や組織の枠を超えて集ま

り、組合運営や組織拡大に関する共通の課題を共有し、解決に向けた新たなアイデア

を出し合うことを目的としたもの。 

・日時：2024 年 11 月 1日（金）14 時～2日（土）12 時 

・場所：ＴＫＰガーデンシティ御茶ノ水 

 

＜イベントの流れ＞ 

学び・交流・メインの 3パートから構成 

１）学びのセッション：情報労連アドバイザーの中島社労士から労組リーダーとして

の心構えや基礎知識について解説。 

２）交流のセッション：組織内の吉川さおり参議院議員やコミュニケーションツール

TUNAG（つなぐ）のスタメン社が参加し、ざっくばらんに意見交換を実施。 

３）メインイベントのライジングセッション：千葉商科大学の常見准教授の講演のの

ち、オンラインも含め参加者全員が 10 の課題に知恵を出し合い、規模や業種、地域を

越えて白熱した議論を実施。 

 

 



 

 

【学びのセッション】 

 

 

講演：労働組合の未来               講演：情報労連の歴史と組織 

情報労連アドバイザー 中島社労士         情報労連 小田嶋運動推進局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞を使ったワークショップ①           新聞を使ったワークショップ② 

【ライジングセッション】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演：千葉商科大学国際教養学部「常見准教授  ライジングセッション① 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライジングセッション②              ライジングセッション③ 



 

 

■情報労連について 

情報労連は、情報通信・情報サービス産業、通信建設業を中心とした産業別労働組合

で、NTT 労組、KDDI 労組、ソフトバンク労組などが加盟し、約 230 組合、19 万人の組

合員で構成しています。また、「複合産別」として、印刷・運輸・「製造・建築・ビル

メンテナンス・医療・福祉などの労働組合も加盟しています。 

「私たちは、信頼と共感を礎に、社会的価値ある労働運動を推進し、誰もが暮らしや

すい社会の実現をめざします」を基本理念に据え、組合員のみならず、すべての人が

安心して暮らし、働き続けられる社会の実現に向け、様々な活動に取り組んでいま

す。 

・労働組合をつくる、情報労連に加盟するメリットはこちら 

https://www.joho.or.jp/howtojoin#merit 

 

・情報労連に加盟したい場合はこちら 

https://www.joho.or.jp/page-7248 

情報労連では、上部組織に加盟していない労働組合役員の方からのご相談を受け付け

ています。 

 

■情報労連の概要 

名 称：情報産業労働組合連合会（情報労連） 

所 在 地：〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-6「全電通労働会館 5階 

組織人員：233 組合、約 19 万人（2024 年 10 月現在） 

加盟業種：情報通信・情報サービス・通信建設・印刷・運輸・製造・建築・ビルメン

テナンス・医療・福祉など 

目 標：情報労連は信頼と共感を得る産業別労働組合として「産業政策」の確立と

実現とより多くの仲間を結集する「組織拡大」を重視しています。雇用や

労働条件の方向性を明示して安心感を醸成すること、そしてより多くの仲

間が集まることによって、より大きな力を発揮することが産業別労働組合

の役割だと考えています。 

公式ＨＰ：https://www.joho.or.jp/ 

 

■本件についての報道関係のお問い合わせ先 

情報労連「組織局 PR 担当：山崎 

TEL：03-3219-2231 E-mail：soshiki@joho.or.jp 
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